
準口頭

氏　名

ﾌﾘｶﾞﾅ 　

大正・昭和・平成　　   年 　　月　 　日生
氏　名

職　業

備　考

　 被相続人との続柄 　

遺産（１／２）

被
　
相
　
続
　
人

本　籍 　　　　　　　都道府県

住　所

〒　　　－　　　      　　　　　　　　　　 電話　　　　（　　　　　）　　　　　　　　　　　（　　　　　　方）

　

連絡先

〒　　　－　　　      　　　　　　　　　　 電話　　　　（　　　　　）　　　　　　　　　　　（　　　　　　方）

同上

上
記
代
理
人

事務所

〒　　　－　　　      　　　　　　　　　　 電話

ﾌﾘｶﾞﾅ

職　業 　 被相続人との続柄 　

備　考

ﾌﾘｶﾞﾅ 　
大正・昭和・平成　   年 　　月　 　日生

氏　名

通　

申
　
述
　
人

本　籍 　　　　　　　都道府県

住　所
〒　　　－　　　      　　　　　　　　　　 電話　　　　（　　　　　）　　　　　　　　　　　（　　　　　　方）

　

連絡先
〒　　　－　　　      　　　　　　　　　　 電話　　　　（　　　　　）　　　　　　　　　　　（　　　　　　方）

　㊞　

平成　　　年　　　月　　　日

添付書類

申述人の戸籍謄本 通　

被相続人の戸（除）籍謄本 通　

被相続人の住民票の除票

受付印 

相続放棄の申述書

収入印紙貼付欄（800円）

　収入印紙　　　　　　　　　円

　予納郵便切手　　　　　　円

 関連事件番号　平成　　年（家　　）第　              　　　　　　号

　　　　　　　家庭裁判所　　　　支部　　御中
申述人



1

2

3

負債 約　1000　万円

現金・・・

預貯金・・・

有価証券・・・

約　　　　　 万円

約　　　　数万円

約　　　　　 万円

平方メートル

平方メートル

平方メートル

平方メートル

農地・・・

山林・・・

建物・・・

・・・

宅地・・・

　被相続人の相続につき相続放棄をします。

申述人は、被相続人と長年の間疎遠であったために、被相続人の財産状況はまったく知ら
ず、
わずかな預貯金があるだけだと思っていた。
しかし、被相続人死亡から５カ月経過した平成○○年○○月○○日、金融機関から
金1000万円の催告書が送付され、初めて被相続人に負債があることが判明した。

よって、申述人は、相続放棄をすることを申述します。

相　続　歳　算　の　概　略

遺産（２／２）

資産

申述人が被相続人の財産につき調査をしたところ、相続財産は、数万円の預金しかなく、
逆に1000万円ほどの借入金債務があることが判明した。

申　立　て　の　趣　旨

申　立　て　の　実　情

被相続人は、平成○○年○○月○○日死亡し、申述人は、同日相続の開始を知った。

　　  　【熟慮期間経過後に債務の存在を知った場合】


